
令和６年度の取組と成果 
  

相模原市立串川中学校 
 ■令和６年度の重点目標と主な取組、成果のまとめ 
 

  重点目標１： 心豊かな生徒の育成 
  
◇達成のための取組　　　　　　　　　　　　　 
  
   〇生活指導の充実 

   〇教育相談の充実 

   〇いじめ・不登校対策の推進 

   〇道徳教育の推進 

  
◇生徒・保護者のアンケート分析 
　〇「自分から進んであいさつをしている」という回答が生徒では７０

％、保護者の回答は８６．４％になりました。今年度も生徒会とPTAで「あいさつ運動」に取り組んできました。近

隣の居住者の方からも、あいさつが素晴らしいとの声も届いております。今年度は生徒の中で一定数「あては

まらない」と答えた生徒もいました。生徒会を中心として、活気ある活動を推進し、地域に根ざしたあいさつの輪

を広げていきたいです。 

　〇「学校生活は楽しい」について、９０．４％の生徒があてはまると回答しています。それに対して、保護者は８

０．３％があてはまると回答しています。引き続き、生徒や保護者の意見を尊重しながら、すべての生徒が楽し

いと実感できるように、教育相談などの個別で生徒と向き合う機会を活用し改善できるよう努めていきます。ま

た、不登校傾向のある生徒にも、ICT機器を有効活用し、学習の機会を与えたり、放課後に面談を行うなど、一

人一人に合った対応を心がけていきます。 

 

　　　　　重点目標２： 確かな学力の定着 

◇達成のための取組 
〇わかる授業の実践 

〇ICTの効果的な活用 

〇学力向上支援の充実 

〇家庭学習の充実 

 

  
　以上の結果から、重点目標１はある程度の成果が認められると考えます。来年度も、生徒が楽しく学

校生活を送り、温かい人間関係を育むことができるように、生徒一人一人を大切にし、さらに取り組みを

進めていきます。また、学校、家庭、地域が一体となって、子どもたちの温かい人間関係を築く努力を重

ね、生徒、保護者から観た達成率９０％以上をめざしていきたいと思います。 

 ＜学校改善支援委員会より＞　 
　 ・生徒がよくあいさつをしてくれる。あいさつ運動を続けてほしい。 

・不登校生徒への対応について、人間関係づくり、学力保証、選択肢を広げるためにもICT等を活用

し、オンライン授業等も手段の1つとして充実させてほしい。 

・保護者との連携、市P連津久井ブロック等で学校間のつながりも作っていきたい。 
 　 



◇生徒・保護者のアンケート分析　　　　　　　　　　 
  
　〇「学習に意欲的に取り組んでいる」と８０％を超え 

る生徒、保護者が回答しました。シラバスや評価基準を 

明示することで、生徒が見通しを立てて学習を進め、調 

整する力が身についてきていると感じています。 

　〇定期テスト前学習会や、放課後学習会を行うことに 

より、学習方法を身につけたり、自分の課題に気づき家 

庭学習に取り組むことができる生徒も多くいました。 

　 
　〇家庭学習が習慣になっていない生徒も一定数いるので、引き続

き家庭学習や個別の学習支援充実のための取り組みをさらに進めて

いきます。 

　〇「先生は教え方にいろいろな工夫をしている」と回答した生                

徒は９３．９％でした。また「先生は学習で自分が頑張ったことや努力

したことを認めてくれる」にあてはまると回答した生徒も９３．９％でし

た。来年度も校内研究会や研修を通し、生徒が主体的に取り組める

ような授業改善をしていきます。 

 

 

                  重点目標３： 主体的に実践する生徒の育成 

　　 
◇達成のための取組　　　　　　　　　　　　　    
   〇特別活動の充実 

   〇生徒会活動の充実 

   〇地域との連携 

 
 

 

 

 

 

 

     
　以上の結果から、重点目標２はある程度の成果はあるものの、さらなる成果が求められている 

と考えます。課題として、わかる授業の展開や、  ICTの効果的な活用を模索し、生徒の学力の向 

上を図ること、主体的に学習に取り組める力を身につけることがあります。次年度も授業改善、 

生徒への学習支援、家庭学習の充実をさらに進めていきます。 

   ＜学校改善委員会より＞ 

・家庭学習、社会のルールやマナーについて保護者の意識も高めていきたい。 

・子どもたちの自立を目指すため、子どもたちのキャリア形成を共に進めていくように保護者に伝えていきた

い。 

・串川OB、OGと話す機会を作り、保護者も一緒にグループワークをする等、更に工夫をお願いしたい。 

 



◇生徒・保護者のアンケート分析 
　〇「将来の夢の実現のために努力している」と回答した生徒は６４．６％にとどまっています。今は夢がなくと

も、自分の適性や可能性を探りながら、将来の夢や目標に向けて自ら努力できるようなキャリア教育の充実を

進めます。 

　〇「意欲的に取り組むことのできる学校行事を行っている」と回答した生徒は９０．５％でした。学校行事は生

徒の成就感や達成感、自己肯定感、主体性を高める取り組みとなっています。「地域や自治会の活動に興味

があるものがある」が４１．８％の回答にとどまっています。夏祭りも再開し、地域の活動に前向きに取り組んで

いる様子も見られました。 

　〇「社会のルールやマナーについて家庭内でよく話す」と回答した生徒は５４．８％、また「家の人は授業参

観、保護者会、茶話会などによく参加する」、「家の人は私たちの学校での様子をよく知っている」にあてはまら

ないと答えた生徒が一定数いました。学校、地域と協力して、魅力的な活動を行い、保護者に生徒が主体的

に活動する姿を見てもらえる機会を、次年度も積極的につくっていきたいと考えています。 

 

  

　 以上の結果から、重点目標３は、ある程度の成果はあるものの、さらなる成果が求められている

と考えます。次年度も学校行事やキャリア教育の取り組みを充実させ、生徒の主体的な活動の

幅をさらに広げて、成就感や達成感、自己肯定感を一層高める取り組みを行っていきます。地域

とのつながりを深め、開かれた学校を目指します。 

＜学校改善委員会より＞ 
・学校祭では生徒が主体的に活動している様子が見られた。 

・多くの生徒が参加できるような魅力ある地域の行事を続けていきたい。 

・生徒の成就感や達成感、自己肯定感を高め、地域との連携も図りながら、生徒が将来を切り開

くことができるキャリア教育の充実をお願いしたい。 

 


